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研究成果の概要：本研究は，小・中一貫したものづくり・技術教育の実現に向け日本と英国

の児童生徒のものづくり意識を横断的及び 3 カ年間の縦断的調査から検討した。その結果，①
英国は自尊感情が高く，日本は自律的意識が高いこと，②日英ともに幼い頃からものづくりを
多くした経験意識を持つ児童生徒は働くことへの関心が高いことを明らかにした。③日本の児
童生徒のものづくりの意欲や自尊感情を高める授業工夫が求められると指摘した。 
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１．研究開始当初の背景 

平成 11年､日本の国内総生産に占める製造
業の割合の低下､ものづくり基盤技術の継承
の危機的状況に鑑み､「ものづくり基盤技術
振興法」が制定された。ものづくり基盤技術
振興法（以下振興法）第 16 条は､学習の振興
等が示され､生産技術として､小学校と中学
校を一貫したものづくり教育・技術教育の施
策が学校教育に求められている。 

しかし､振興法の精神を学校教育で具現化
するには､以下に示す重大な問題がある。 

第一に､日本の普通教育では､技術教育は
中学校しか行われておらず､小学校ではもの
づくり・技術教育が行われていない。 

第二に､小学校と中学校を一貫したものづ
くり・技術教育の必然性を裏付ける基礎的デ

ータが極めて少ない。 
第三に､諸外国と日本の児童生徒のものづ

くり意識及び意欲の実態を実証的に捉えた､
基礎的データが極めて少ない。 
このように､小学校と中学校を一貫したも
のづくり・技術教育の実現には､児童生徒の
ものづくりの意識に関する基礎的データが
不可欠であるにも拘わらず､児童生徒のもの
づくりの意識や遊び・生活の意欲の実態を発
達的視点から､日本と諸外国とを国際比較し
たデータは極めて少ないといえる。 
２．研究の目的 

本研究の目的は､日本と英国（小中一
貫した Design＆Technology を実施）の
児童生徒のものづくり意識､日本と英国
の生活・遊び・ものづくり意識を調査し､



外国と日本の児童生徒のものづくりに
対する意識を比較検討することにある。
そこで､研究１では､日本と英国の児童生徒
のものづくり意識（器用と不器用感､技能・
認知・観に関わる意識､計画力､集中力､自信､
安心感）について３カ年間継続的に調査を実
施し､実態を明らかにすることにある。また､
研究２では､遊び・生活・ものづくりの意識
調査を実施し､ものづくりへの意欲､家庭で
のものづくり経験､地域でのものづくり経験
の現状と意欲の違いを明らかにすることに
ある。 
３．研究の方法 

【研究１】 
１）方法 
質問紙の構造は下図の通りである。質問項

目は器用､好きは 4 件法､その他 43 項目（技
能 11､自
己肯定感
3､他者か
らの評価
3､意欲10､
経験と環
境6､イメ
ージとの
ギャップ

3､自律感 3､作業意識 4。数字は項目数）の８
カテゴリは 5 件法である。対象者は､小学３
年～中学３年の児童生徒。横断的調査内訳：
2006 年日本 12581 名､ 2007 年英国 1957 名。
（参考：1999 年日本 7755 名）縦断的調査内
訳：日本は小学 4 年 545 名（2006）､小学 5
年 656 名（2007）､小学 6年 536 名（2008）､
中学 1 年 988 名（2006）､中学 2 年 1217 名
（2007）､中学 3 年 1238 名（2008）。英国は
小学4年580名（2006）､小学 5年185名（2007）､
小学6年49名（2008）､中学1年245名（2007）､
中学 2年 326 名（2008）､中学 3年 70 名（2008）
である。各学年の平均値を算出し､学年毎に
平均値の差を検定した。 
２）結果及び考察 

日本と英国の児童生徒は共に､平均値が 2．
5 以上
であり､
ものづ
くりが
好き意
識 は ､
高いこ
とが分
かった 

(図１)。器用意識は､英国が全学年を通じて
平均値 2．5以上で､日本は 5 年生以降平均値
が 2．5以下であり､英国が有意に高く（p<.01）､
ものづくりを上手くできる自信は高いと推
察した(図２)。 

技能意識は､両国とも比較的近い意識にあ

るが ､鋸
の使用技
能意識な
どは英国
の児童生
徒が ､高
いことが
分かった。 

図２ 器用である
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計画した通りに進める自信､構想した通り
にできる
遂行意識
は英国が
日本の児
童生徒よ
り全学年
を通じて
有意に高
か っ た

（p<.01）(図３)。他者から援助を受けたい
意識や手順を他者から聞く意識は､日本の児
童生徒は全学年を通して有意に低かった(図

４)。こ
のこと
か ら ､
日本の
児童生
徒の自
律心は
高いと
言える

が､人に聞くことを良としない指導は､コミ
ュニケーションや人間関係づくりをし難く

させる
要因に
なると
推察し
た。両
親や友
人から
受ける
良い評
価 は ､

英国が有意に高く（p<.01）､高い自尊感情を
培っていると推察した(図５)。働く人への関

心 は ､
英国の
児童生
徒が高
いこと
が分か
っ た
(図６)。
日本の

児童生徒のものづくりへの意識は､中学校に
おいて､1999年より2006年が総じて低下して
いることが分かった。また､日本と英国とも
に，幼い頃からのものづくり経験が多いと意

図3 計画通り進めることが出来る
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図4 手伝ってもらいたくない
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図5 親から上手いねと言われる
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図１ ものづくりが好き
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図6 働いている人を見たい
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識する児童生徒と少ないと意識する児童生
徒の働くことへの関心の違いを検討した結
果､多いとする児童生徒は働くことへの関心
が

較すると､近似値にあることが
分かった。 

【研究２】 

件法で実施。（2001
年  

､

た

が分か
っ

､高いと意

傾向にあることが分かっ
た

て

に

同程度
に

いて有意に高いことが分かっ
た

等

､

､

い
､

夫が今
後 る(図 13)。 

高いことが分かった。 
全項目について､横断的調査と縦断的調査

の平均値を比

１）方法 
実施時期：2009 年 2 月実施。対象者：日本

が 4286 名。内訳：小学 3年 471 名､小学 4 年
535名､小学5年 651名､小学 6年 611名､中学
1年692名､中学2年699名､中学3年627名。
英国は 808 名。内訳：小学 3 年 22 名､小学 4
年 55 名､小学 5 年 46 名､小学 6 年 165 名､中
学 1 年 209 名､中学 2 年 219 名､中学 3 年 88
名。質問紙の構成：生活－７項目､技能：生
活 11 項目､道具 13 項目､遊び 10 項目､現状：
生活 19 項目､学校９項目､遊び 31 項目､意
欲：生活 19 項目､学校９項目､遊び 31 項目､
総質問数159項目であり４

の総数は 4087 名）
２）結果及び考察 

と､両項
目とも
2．5 以
上を示
し ､ 良
好であ
ると言
え る
(図7)。
両国を

比較すると､日本の方が楽しいという意識が
。また､
家庭の
楽しさ
をみる
と ､ 日
本と英
国は近
似であ
ること

日本と英国の学校の楽しさをみる

有意（p<.01）に高いことが分かっ

た(図 8)。 
道具操作技能意識をみると､日本の児童生

識して
いた。
その他
カ ン
ナ・金
槌 ・
鋸・ノ
ミなど
の技能

意識をみると､学年齢が高くなるに伴い､技

能意識は高くなる
(図 9)。 
道具を使って木で何かを作る意識をみる

いる機
会は低
い が ､
2001年
よりも
全学年
で高く
なって
いるこ
とが分

かった(図 10)。この現象は､小屋などを建て
る項目においても､同様な傾向が認められた。
総合的学習などで､道具などに触れる機会が

､学校教
育にお
ける授
業の学
習にお
いても
ものを
つくる
機会は

と､日本では全学年を通して､行っ

図10　道具を使って木で何かをつくる
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増えたことによると推察した。次

図11　百科事典などを調べて自由研究をする
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徒のナイフ操作は全学年を通じて

あると意識していると言える。 
百科事典などによる調べ学習は､日本では

2001年より2009年の方が高く､また英国の方
が全学年にお

 2001日本

 2009日本

 2009英国

(図 11)。 
次に意欲と現状についてみると小屋を建

自然に
働きか
ける項
目では
現状は
低いが
意欲は
高 く ､
大きな
差があ

り､自然との関わりを望んでいることが分か
った(図 12)。技術科の授業において､ものを

が意欲
が低く
意欲や
自尊感
情（研
究１よ
り）を
高める
授業工

図7　学校は楽しい

てる及び川や海で魚を捕って遊ぶ
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の課題であると言え
４．研究成果 
１､日本と英国の児童生徒は共に､ものづく

図8　家は楽しい
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図12 板などで小屋（又は秘密基地のようなもの）を建てる差（2009
日本）
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図9　ナイフで鉛筆を削ることができる
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図13 工・技術科の時間にものをつくる差（2009日本）



りが好き意識は高いこと､器用意識は､全学
年を通して英国が全学年を通じて英国が有
意に高く自尊感情が高いと指摘した。計画し
た通りに進める自信､構想した通りに遂行す
る意識は英国が日本の児童生徒より全学年
を

く､
高

年が総じ
て

高めることが重要である

､出来る意識はまることが
分

る

高め
授業工夫が課題であると指摘した。 

者、研究分担者及び連携研究者に

通じて有意に高かった。 
他者から援助を受けたい意識や手順を他

者から聞く意識は､日本の児童生徒は全学年
を通して有意に低かった。また､両親や友人
から受ける良い評価は､英国が有意に高

い自尊感情を培っていると言える。 
日本の児童生徒のものづくりへの意識は､

中学校において､1999 年より 2006
低下していることが分かった。 
働く人への関心は､英国の児童生徒が高い

ことが分かった。日本と英国ともに､働くこ
とへの関心は､幼い頃からのものづくり経験
が多いと意識する児童生徒は､少ないと意識
する児童生徒より有意に高く､多くのものづ
くりの経験意識を
と指摘できる。 
２､日本と英国の学校の楽しさは日本の方が
楽しいという意識が有意に高いことが分か
った。工具操作の技能意識をみると､学年齢
が高くなるに伴い

かった。 
道具を使って木で何かを作る意識や小屋

などを建てる意識をみると､日本では全学年
を通して､行っている機会は高いとは言えな
いが､2001 年よりも全学年で高くなっており､
総合的学習などで､道具など使いものをつく
機会が増えたことによると推察した。  
学校教育における授業の学習において､百

科事典などによる調べ学習は日本では 2001
年より 2009 年の方が高く､さらに英国の方
が全学年において有意に高いことが分かっ
た。意欲と現状についてみると小屋を建てる
及び川や海で魚を捕って遊ぶ等自然に働き
かける意識差の意識は大きいといえ､自然と
接する機会を保障する必要があると考える。
中学校技術科やの授業において､ものをよく
つくっているとの意識はあるが､意欲を
る
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